
口
伝
妙
に
就
い
て

(
二
)

(岸

部
)

口

伝

砂

に

就

い

て

(二
)

岸

部

武

利

高
田
口
伝
砂
と
本
願
寺
本
口
伝
砂

の
成
立
に
関
し
論
議
が
重
ね
ら
れ

て
参
り
ま
し
た
が
、
所
謂
専
空
自
筆
本
が
公
開
せ
ら
れ
て
居
り
ま
せ
ん

の
で
、
高
田
派
外
の
者
は
資
料
不
足
で
決
論
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

然
る
に
不
図
も
三
重
県
鈴
鹿
市
青
竜
寺
に
専
空
本
の
摸
本
が
伝
来
し
て

ゐ
る
事
を
知
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
す
る
と
共
に
更
に
家
蔵
本
を
加
え

て
成
立
問
題
を
解
決
し
現
存
本
を
系
列
に
整
理
し
度
い
と
存
じ
ま
す
。

青
竜
寺
本
は
三
重
県
桑
名
市
常
信
寺
七
代
白
鳳

(伯
宝
)
が
、
専
空

本
を
書
写
し
、
京
都
本
誓
寺
東
雲
が
本
願
寺
本
の
中
巻
を
補
写
し
た
本

で
上

・
下

・
中
巻
と
虹
ん
で
ゐ
ま
す
。
猶
本
書
は
本
誓
寺
恵
雲
の
手
沢

本
で
、
そ
の
書
込
が
あ
り
本
誓
寺
か
ら
青
竜
寺
に
流
伝
し
た
旨

の
蹟
文

が
あ
り
ま
す
本
書
が
専
空
本

の
摸
写
で
あ
る
事

を
確
認
す
る
為
め
に

「
専
修

寺
史
要
」
の
口
絵
と
比
較
し
ま
す
に
、
専
空
の
誤
記
の
部
分
即

ち

「偏
執
」

の
偏
が

「4
」
に
な
つ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
各
行
の
字

配
り
に
至

る
迄
完
全
に

一
致
し
ま
す

の
で
忠
実
な
摸
写
本
と
認
め
て
良

い
か
と
存

じ
ま
す
。
次
に
刊
本
高
田
口
伝
砂
と
比
較
し
ま
す
と
、
上
巻

で
廿
四
個
所
、
下
巻
で
計
個
所

の
相
違
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
本
願
寺
本

か
ら
見
て
脱
文
と
考
え
ら
れ
部
分
も

一
致
し
ま
す
0
即
ち
多
少
の
相
違

は
あ
る
が
本
質
的
に
は

一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
拠
て
、
専
空
本

の

一
般
を
律
し
得
る
か
と
存
じ
ま
す
。

家
蔵
本
は
乗
専
自
筆
で
は
あ
る
が
、
上
巻
の
み
の
零
本
、
然
も
中
程

に

一
葉
の
脱
落
の
あ
る
本
で
、
本
願
寺
攣
聖
人

・
如
信
上
人

・
黒
谷
聖

人
源
空
と
言

つ
た
部
分
虹
に
高
田
本
の
脱
文
の
部
分
は
本
願
寺
本
に

一

致
し
ま
す
が
、
本
文
の
性
質
は
高
田
口
伝
砂
に

一
致
し
ま
す
。
表
記

・

文
体
面
か
ら
見
ま
す
と
寧
ろ
、
高
田
本
よ
り
も
家
蔵
本
の
方
が

一
層
古

態
を
残
し
て
ゐ
る
や
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

即
ち
、

一
般
に
高
田
本
は
漢
字
表
記
が
多

い
と
言
わ
れ
て
ゐ
ま
す

が
、
試
み
に
上
巻
を
調
べ
て
見
ま
す
と
覚
如
本
が
仮
名
で
書
い
て
ゐ
る

個
所
を
漢
字
表
記
し
て
ゐ
る
個
所
が
、
高
田
本

で
は
五
八

一
個
所
あ

り
、
家
蔵
本
で
は
更
に
多
く
七

二
二
個
所
も
あ
り
ま
す
。
殊
に
注
目
す

べ
き
は
高
田
本

・
家
蔵
本
が
共
に
和
漢
混
清
体
を
混
え
て
ゐ
る
事
で
、

高
田
本
で
は
六
十
個
所
、
家
蔵
本
で
は

一
二
三
個
所
あ
る
事
で
御
座
い

ま
す
。

で
は
底
本
が
同

一
か
と
申
し
ま
す
と
、

ど
う
も
違
う
様
で
御
座
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い
ま
す
。

即
ち
先
に
挙
げ
た
漢
字
表
記

の
個

所
で
、
両
本

に
共
通
す

る
個
所
は
四
三
二
個
所
で
固
有
の
相
違
個
所
は
、
高
田
本
で

一
四
九
家

蔵
本
で
二
八

一
個
所
も
あ
り
、
更
に
和
漢
混
瀟
体
の
所
も
共
通
の
個
所

は
僅
か
に

二
三
個
所
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
従
つ
て
同
系
統
で
は
あ
る
が
底

本
が
同

一
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

然
し
家
蔵
本
の
成
立
は
本
願
寺
号
の
公
称
を
元
亨
元
年

と
し
ま
す

と
、
そ
の
上
限
は
自
か
ら
確
定
し
ま
す
0
猶
乗
専
筆
元
亨
元
年
覚
如
蹟

を
有
す
る

一
本
が
西
本
願
寺
に
現
存
し
て
ゐ
る
。
斯
の
様
に
見
て
参
り

ま
す
と
、
高
田
本

・
家
蔵
本
の
祖
本
を
想
定
せ
ぬ
訳
に
参
り
ま
せ
ん
。

其
上
和
漢

混
瀟
体

の
様
子
を
主
と
し
て
考
え
ま
す
と
、
鎌
倉
末
期
乃
至

室
町
時
代
初
期
の
成
立
が
想
定
せ
ら
れ
ま
す
。

此
処

で
問
題
に
な
る
の
は
故
鷲
尾
教
導
師
、
近
く
は
故
岩
田
繁
三
氏

が
宗
祖
以
後
覚
如
に
到
る
期
間
に
文
筆
に
秀
で
た
人
物
が
、
真
宗
内
に

無
か
つ
た
と
言
は
れ
た
事
で
、
然
も
こ
の
説
が

一
般
に
無
批
評
に
肯
定

せ
ら
れ
て
ゐ
る
事

で
す
。
此
は
飛
ん
で
も
無
い
説
で

「歎
異
抄
」
程
の

名
文
の
書
け
た
唯
円
乃
至
人
物
が
居
た
で
は
無
い
か
と
申
上
げ
度
い
。

従
つ
て

「
口
伝
砂
」
を
編
集
す
る
能
力
の
あ
る
人
物
が
、
覚
如
以
前
に

居
た
と
言

う
事
は
否
定
出
来
な
い
と
存
じ
ま
す
。

高
田
派

の
学
匠
達

の
諸
説
は
、

一
貫
し
て
高
田
口
伝
砂
が
専
空
筆
で

あ
る
事
を
強
調
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
専
空
筆
則
専
空
選
述
と
は
限

ら
な
い
と
言
う
点
に
対
す
る
考
慮
が
手
薄
で
あ

つ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

例

へ
ば
生
桑
完
明
先
生
が

「
口
伝
砂

の
筆
致
を
見
る
に
、

い
か
に
も
若

々
し
い
筆
跡
が
認
め
ら
れ
る
、
記
録
中
写
誤
と
覚
し
き
点
さ
え
み
へ
て

い
か
に
も
年
齢
相
応
の
書
振
り
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
L
と
申
さ
れ
て

居
り
ま
す
。
筆
跡
の
点
は
こ
れ
で
結
構
で
す
が
、
文
の
内
容
に
対
し
て

は
寧
ろ
困
る
の
で
は
無
い
か
と
存
じ
ま
す
。
「
若

さ
」
と
内
容

の

「充

実
」
と
は

一
般
に
反
比
例
す
る
事
と
、
自
撰
と
す
る
に
は
余
り
に
大
き

い
脱
文
が
あ
る
事
に
対
す
る
説
明
が
難
し
い
の
で
は
無
い
で
せ
う
か
。

本
文
に
就
い
て
或
程
度
具
体
的
に
比
較
し
諸

本

の
関
係
を
見
ま
す

に
、
書
き
出
し
の

「本
願
寺
黛
聖
人

・
如
信
上
人
云
々
」
は
先
に
申
し

ま
し
た
理
由
に
よ
り
本
願
寺
系
で
の
改
窟
と
考

え
ら

れ
る
べ
き

で
あ

る
。
第
四
節
の

「
ア
ル
時
ノ
仰

二
云

ナ
ン
タ
チ
念
仏

ス
ル
ヨ
リ

尚

往
生

ニ
タ
ヤ
ス
キ
道
ア
リ
云

々
」
以
降
の
八
十
字
に
亘
る
欠
文
虹
に
、

第
七
節

「諸
宗

ユ
ル
サ

・
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ

シ
カ
ル
ニ
」
の
十
六
字
の

脱
落
は
、
文
意
上
か
ら
と
高
田
系
以
外
に
そ
の
例
の
無
い
こ
と
か
ら
専

空
書
写
時

の
脱
落
と
考
え
る
べ
き
で
せ
う
。
然
し
第
八
節
の
異
同
に
は

重
大
な
意
義
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
西
明
寺
ノ
禅
門

ノ
祖

父
」
と
あ

る

本
は
、
高
田
刊
本

・
青
竜
寺
本

・
家
蔵
本

・
山
田
文
昭
師
旧
蔵
本

・
端

坊
旧
蔵
本

・
妙
琳
坊
蔵
伝
教
如
書
写
本
の
六
本
あ
り
ま
す
。
此
の
内
高

田
刊
本
と
青
竜
寺
本
は
同
系
統
で
あ
り
、
端
坊
旧
蔵
本
と
伝
教
如
本
は

相
対
立
し
乍
ら
も
、
山
田
師
旧
蔵
本
に
抱
合
せ
ら
れ
る
即
ち
此
の
三
本

は
同
系
統
本
で
あ
り
ま
す
。
山
田
師
旧
蔵
本
と
端
坊
旧
蔵
本
を
対
校
し

ま
す
と
相
違
箇
所

は
六
三

で
、
そ

の
中
仮
名

表
記

の
相
違

(例
え
ば

「
オ
」
と

「
ヲ
」
相
違
)
が
三
五
、
端
坊
旧
蔵
本

の
写
誤
と
考
え
ら
れ
る

口
伝
砂
に
就

い
」て

(
二
〉

(岸

部
)

-193-



口
伝
砂
に
就
い
て

(
二
)
(岸

部
)

も
の

一
二
従
つ
て
所
謂
相
違
個
所
は

一
六
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

山
田
師
旧
蔵
本
と
妙
琳
坊
蔵
伝
教
如
本
と
対
校
し
ま
す
と
、
相
違
箇

所
八
○

仮
名
表
記
の
相
違
四
〇

伝
教
如
本
の
写
誤
と
考
え
ら
れ
る

も
の

一
一

従
つ
て
所
謂
相
違
個
所
は
二
九
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
更
に
興

味
深
い
事
は
仮
名
表
記
の
相
違
個
所
を
高
田
本
乃
至
家
蔵
本
の
相
当
個

所
を
対
検
す
る
と
高
田
本
乃
至
家
蔵
が
漢
字
で
表
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事

で
御
座

い
ま
す
。
此
の
事
実
は
山
田
本
は
、
高
田
本

で
も
無
く
又
家
蔵

本
で
も
な

い
、
漢
字
表
記
の
多
い
本
を
底
本
と
し
、
和
文
体
に
換
え
る

努
力
を
し
た
初
期

の
本
と
理
解
出
来
る
と
存
じ
ま
す
。

「祖
父
武
蔵
守
泰
時
」
の
次
に

「世
ヲ
ト
リ
テ
」
と
先
の
六
本
に
あ

り
ま
す
が

「
父
修
理
亮
時
代
」
と
変

つ
た
本
に
は
、
原
則
と
し
て
脱
落

し
て
居
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
と
申
し
ま
す
の
は
、
毫
摂
寺
本
と
光
徳

寺
本
に
限

つ
て
残

つ
て
ゐ
る
か
ら
で
御
座
い
ま
す
。

論
証
を
略
し
ま
す

が
此
の
二
本
は
、
家
蔵
本

・
乗
専
本

・
毫
摂
寺
本

・
光
徳
寺
本
と
言
う

系
列
上
に
あ
る
本
だ
か
ら
と
存
じ
ま
す
。

覚
如
本

は
乗
専
本
乃
至
毫
摂
寺
本
の
下
に
位
置
付
け
る
と
、
最
も
シ

ッ
ク
リ
す

る
様
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
覚
如
本
直
系
の
写
本
は
意
外
に
僅

少
で
、
禿
庵
文
庫
本

・
専
精
寺
本

・
写
字
台
文
庫
本
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

猶

一
般
に
専
精
寺
本
を
覚
如
自
筆
本
と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す

が

(真
宗

聖
教
全
書
等
)
、
字
体
が
若
い
の
で

一
見
し
た
ゴ
け
で
臨
写
本

で
あ
る
事

が
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。

-

最
後
に
毫
摂
寺
本
か
ら
光
徳
寺
本

・
谷
大
本
が
派
成
し
、
光
徳
寺
本

は
更
に
勝
満
寺
本
と
真
宗
寺
本
に
別
れ
、
勝
満
寺
本
の
系
列
下
に
蓮
如

本
が
出
来
、
蓮
如
本
が
真
宗
法
要
本
の
底
本
に
成
つ
た
事
は
、
御
案
内

の
通
り
で
御
座
い
ま
す
。

谷
大
本
の
系
列
下
に
浄
照
坊
本
。
そ
の
写
本

で
あ
る
妙
琳
坊
又

一
本

(妙
琳
坊
に
二
本
あ
り
)
が
仮
名
聖
教
本
の
底
本

に
採
用

せ
ら
れ
た
事

は
、
そ
の
蹟
に
依

つ
て
も
明
か
な
通
り
で
御
座

い
ま
す
。

従

つ
て
現
存
本
の
源
流
本
は
専
空
本

・
家
蔵
本

・
山
田
師
旧
蔵
本
と

な
り
ま
す
。
然
る
に
山
田
師
旧
蔵
本
の
底
本
は
、
漢
字
表
記
の
多
い
本

で
あ
つ
た
と
推
定
出
来
ま
す
が
和
文
化
が
進
ん

で
居
り
ま
す
か
ら
、
専

空
本
乃
至
家
蔵
本
の
方
が
よ
り
古
態
を
残
し
て
ゐ
る
。
専
空
本
と
家
蔵

本
と
を
比
較
し
た
結
果
は
既
述
の
通
り
家
蔵
本

の
方
が
古
態
を
保
持
し

て
ゐ
る
0
然
し
乗
専
の
選
述
で
無
い
事
は
勿
論
、
正
和
元
暦
霜
月
二
十

一
日
以
前
に
、
更
に
底
本
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
事
を
考
え
る
と
、
其

の
成
立
の
下
限
が
自
つ
か
ら
定
る
と
存
じ
ま
す
。

一
昨
年
本
学
会
で
申
上
げ
ま
し
た
中
巻
覚
如
増
補
説
は
佐
藤
哲
英
先

生
も
親
黛
伝
絵
の
増
補
の
前
例
を
も
勘
案
し
て
、
認
め
て
も
良
い
と
の

お
話
を
承
わ
つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
坂
東
の
教

団
に
伝
来
し
た
上
下
二

巻
本
の
口
伝
鋤
を
乗
専
が
入
手
し
、
覚
如
に
提

出
し
た
。
覚
如
は
初
期

高
田
門
徒
も
直
ち
に
承
服
す
る
資
料
と
し
て
、
元
亨
元
年
の
報
恩
講
の

法
話
に
採
用
し
、
康
永
三
年
五
月
九
日
に
増
補
し
上
中
下
三
巻
と
し
、

後
顧
の
憂
な
く
本
願
寺
意
識

の
昂
揚
を
図

つ
た
。
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